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風景が観光地化によって生み出された空間なのか。
一つ一つランゲージ化し、評価していく。

そのランゲージの集合が僕の石垣島風景論となる。　
この調査の中で発覚したのは、島が潜在的に直面して
いる建築活動におけるごみ問題である。石垣島で建築
を立てるには、内地（沖縄を除く日本）から一般的な
建材を輸入して建築される。そしてその建築空間は数
年のうちに解体されるが、島には内地から送られてき
た建材の処理機能がなく、コンテナに詰め込まれ内地
に産廃として送り返す。このゴミの処理問題は建設現
場では気付きやすいことではあるが、他の職種の人た
ちや観光客には気付きようがない状態だった。
　そしてその建築活動で生み出された建築は、島本来
の空間ではなく、観光客から見た沖縄らしさを追求す
るあまり石垣島のアイデンティティが失われていく。
　島の素材（以後「島材」）を使うことでこれらの問
題は解決できるはずだが、使われないさまざまな理由
が島民へのヒアリングで発覚した。
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 The environment and landscape of Ishigaki Island is being destroyed by tourism. We willࠉ
investigate and solve the structure of this problem. Propose architectural spaces that focus on the 
materials of the island.
Key Words : vernacular,material
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　その現状を解像度高く捉えるために日本で最も南西
に位置する都市である石垣島の建設現場で７ヶ月の建
築現場の体験とフィールドワーク調査を行った。島は
観光で外貨を獲得していて、生計を立てている人が多
くいる。観光業における建築はブームやフォトジェ
ニックであることを主眼としているので、インスタン
トで煌びやかな空間が多く生み出されているが、数年
で収益性が低い陳腐な空間と判断され、解体される。

　風景が変質してきていること、石垣島に沖縄の古来
の風景が残っていることを風景記としてまとめる。
どういった風景が石垣島の本来的な風景でどういった
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石垣島
建材としての利用

内地の建材業者

内地の産廃業者

島では生産できない
建材を輸入

島では廃棄できない
建材を輸出

石垣島内の設計敷地で
使用、保管

石垣島内で使用

島内の建材業者

島内の産廃業者

島内輸送

島内で以前のように廃棄

現状 提案 解体、輸送



し、また新しい材料を補填するという建築プロセスが
必要になる。そしてその変容が石垣島の風景を表象す
るような提案をする。
　・バンナ公園展望台
　このエリアは周辺に木材の関連施設が点在している
場所である。円弧状の平面形態で４分割されたユニッ
トで構成されている。ユニット単位で解体と建築が繰
り返され空間が作られ続ける式年遷宮のような建築プ
ロセスを採用した。

　また、その構造壁には木材を積んだ形態になってい
てそれが木材の保存も兼ねている。

・川平公園展望台
　この展望台がある川平集落は琉球石灰岩の加工場、
珊瑚石を礎石に使用した建築が多く残っている。ここ
では珊瑚石を使用した展望台を提案する。

・井野田共同売店
 この共同売店は井野田集落の方が運営する集落のコ
ンビニのような建築である。周囲には竹林があり、竹
の民具などを作るクリエイターたちが暮らしている。
ここでは、石垣島の島の構造である。建築、畑、防風
林、海というレイヤーを横断し、身体的に体験できる
展望台を提案する。

・玉取崎展望台
　この展望台があるのは、小さな山の頂上である。こ
の敷地の周囲には赤土の土壌があり、赤土流出が問題
となっている。ここでは、土を使ったワークショプが
できる登り窯を含めた赤瓦ややちむん（焼き物）の工
程を導線上に配置し、赤瓦などのプロダクトができる
までの流れを学べる展望台を提案する。

島の産業として観光地化を進めてきた石垣島。相対的
な貧困が社会問題化している石垣島では外貨獲得手段
として正当な戦略ではあるが、進め方がスクラップア
ンドビルドで都会化を目指すという手法が島の自然と
いう島の価値を破壊するというパラドクスが顕在化し
始めている。この提案をきっかけに石垣の元来保有し
ていた自然環境の力を最大限発揮する建築空間が普及

まずは「島材＝伝統的な建築」という固定概念が形成
されていることだ。伝統的な建築は手入れが大変で費
用もかかることから敬遠される。
　もう一つは島材の安定供給がなされていないことで
ある。島材は島内でも一般流通しておらず入手するに
は生産している職人とのコネクションを探すことが必
要になる。そういった事情が島材の普及の障壁になっ
ていた。

　
そこで、そんな島の建築活動に一石を投じる建築空間
を提案する。
そこで重要なのが
①問題を知ってもらうこと（啓発）
②一定量の資材を貯蔵しておくこと
③島の材料の新しい空間の作り方を見せること
である。

敷地の選定方法は二つの要素が中心となる。まず一つ
は「材料の産地に近いところ」そしてもう一つは、「観
光客を含めた多くの人々に目につくところ」である。
　以上の条件を整理した上で対象となる敷地を４つ
ピックアップした

選定した敷地に島材で観光スポットの提案をする。
　島の材料を貯蔵しながらそれ自体が主構造として空
間を形成するのでその島材が必要になった時に取り出
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木材珊瑚石



するきっかけができるのではないか。島の素材を使用
し、観光客を含めた、島に関わる人たちが島の未来に
ついて意識することが本当に持続可能な美しい島を作
り出すことができるのではないだろうか。

　本研究、設計を行うにあたり、小堀哲夫教授には多
くの時間を割いていただき、充実した指導をしていた
だいたことに感謝申しあげます。また、副査としてご
指導いただいた高村雅彦教授ならびに、石垣島でのリ
サーチに多大なご支援をいただいた、宮良木工所の
方々をはじめとする島民の方々には大変貴重な時間を
割いていただけたことで本設計を成し遂げることがで
きたと感じております。そして、ともに修士設計を行っ
てきた大学院の仲間や、アドバイスを下さった先輩や
後輩には、本設計のクオリティをあげることのみなら
ず、精神衛生的にも健全に取り組める環境を作ってく
ださったことを大変感謝いたします。本当にありがと
うございました。
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